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第
二
回
村
議
会
臨
時
会

村
滑
防
團
條
例
等

　
　
　
　
　
㌧
改
正
條
例
上
種

本
年
度
第
二
回
村
議
会
は
去
る

一
月
廿
三
日
村
役
揚
に
招
集
午

前
十
一
時
開
会
、
全
月
廿
五
日

閉
会
し
た
。
議
決
ざ
れ
た
議
案

は
左
の
通
り
で
あ
る
。

議
第
一
号

　
議
長
補
欠
選
挙
の
件

議
第
二
号

　
松
代
村
手
数
料
條
夙
、
，

こ
の
條
例
は
昭
麹
、
・
一
十
二
年
度

E
改
正
設
定
さ
れ
た
が
此
度
更

に
左
の
通
り
改
正
さ
れ
特
に
．
一

般
に
知
悉
し
て
戴
き
た
い
の
で

大
要
④
偽
列
記
し
て
み
る
－

　
本
村
ば
左
の
各
号
の
事
件
に

　
つ
き
手
数
料
を
徴
牧
す
る
。

　
但
じ
法
律
政
令
に
よ
り
取
扱

．
う
も
の
は
こ
の
限
り
で
な
い

一
、
公
租
公
課
に
関
す
る
証
明
㌧

昌
、
土
地
建
物
諸
車
牛
馬
其
他
動

　
産
不
動
産
〃

滋
、
資
産
に
関
す
る
証
明

四
、
鉱
業
に
関
す
る
証
明

錠
、
営
業
職
業
〃
F

六
、
法
人
に
関
す
る
証
明

七
、
本
籍
住
所
居
所
〃

八
、
寄
留
に
関
す
番
証
明

九
、
氏
名
年
令
〃

†
、
身
元
に
関
す
る
証
明

工
、
出
稼
そ
の
他
韓
出
〃
臼

主
、
在
学
西
修
学
〃
，

圭
貞
家
賃
西
分
散
、
破
産
4
．

＋
鰻
刑
罰
、
輯
徴
戒
、
処
分
〃

査
、
生
存
、
不
在
轟
．
失
跡
吻

実
、
出
生
、

　
離
婚
ヤ
．
相
続
〃
■

宅
、
家
族
、
親
族
、
隣
佑
〃
，

大
、
親
権
者
、
．
ー
後
見
人
〃

寛
、
諸
資
格
に
関
す
る
誠
明

学
、
雇
人
に
関
す
ゐ
証
．
明
．
，

三
、
財
産
・
破
産
管
理
人
畝

死
亡
、
死
産
、
結
婚

ω
“
』
ニ
ニ
、
差
犯
κ
、
納
溌
一
管
理
太
〃
，

量
、
種
痘
に
関
す
る
証
明

茜
、
族
行
に
関
す
る
証
明

蚤
、
印
税
に
閉
着
証
明

奨
、
埋
火
葬
〃
　
・

宅
、
土
地
其
他
被
警
！

え
、
公
権
能
力
に
関
す
る
証
明

元
、
公
簿
公
文
審
図
面
〃
．

以
上
の
各
号
の
証
明
は
哨
件
に

つ
い
て
金
十
五
円
と
す
る
。
，

土
地
建
物
中
、
土
地
は
五
筆
迄

を
建
物
は
二
棟
迄
を
輔
．
件
と
し

土
地
は
壱
筆
建
物
は
壱
棟
を
壇

す
毎
に
金
三
円
を
増
牧
す
る
，

閲
覧
と
照
会
は
一
件
に
つ
き
金

＋
五
円
ど
す
る
ー

華
」
公
簿
公
文
書
図
面
印
鑑
の

．
．
・
．
閲
覧
及
照
会
，

三
公
簿
公
文
書
、
図
面
㊧
謄
抄
本

毫
、
徴
税
令
書
等
の
再
交
付

右
の
．
各
号
は
一
枚
に
？
き
金
二

十
円
と
す
る
’
、

・
右
の
通
り
各
涛
徴
牧
ゆ
る
が
左

の
各
号
の
「
に
該
当
、
一
，
る
も
の

は
手
数
料
を
徴
牧
し
な
い
9
．

⇔
村
長
に
於
て
手
数
料
を
納
め

　
　
る
資
力
な
し
と
認
め
た
者
，

⑪
営
利
の
目
的
に
あ
ら
す
む
て

　
・
計
公
釜
の
た
め
に
す
る
も
の

術
手
数
料
は
願
出
の
際
に
之
を

・
徴
牧
ル
、
壁
閲
覧
、
申
請
專
項
に

　し

て
極
秘
に
属
す
る
も
の
は
こ

　れを

拒
絶
す
る
こ
と
に
な
つ
て

　
お
り
本
傑
例
は
四
月
｝
日
よ
じ

施
行
す
る
。
，
．

．
議
第
三
号
，

　
　
松
代
村
職
員
定
数
條
例

へ
こ
の
條
例
で
職
員
と
い
う
の
は

．
の
公
費
を
以
て
救
助
せ
ら
る
者

地
方
公
務
員
法
第
二
條
乃
至
第

四
條
の
規
定
薪
よ
り
常
時
勤
務

す
る
職
員
を
い
う
の
で
毒
つ
て

從
来
の
農
協
庵
國
民
健
康
保

瞼
業
務
に
從
事
む
て
い
牝
職
員

が
今
春
四
月
よ
り
役
揚
に
移
行

と
な
り
四
名
増
員
す
洛
。
一
、

他
改
正
は
な
い
ー
．

議
第
四
、
五
号
省
暑

ー
議
第
六
鼠

’
松
代
村
潰
防
委
員
会
條
例
・

表
定
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

本
委
員
会
の
委
員
定
数
は
六
名

で
め
つ
て
本
村
議
会
よ
り
秋
山

利
作
氏
、
宮
沢
亮
一
氏
の
二
名

が
推
薦
さ
れ
た
。
他
の
四
名
は

消防

関
係
者
及
学
識
経
験
者
よ

り
推
薦
さ
れ
後
日
決
定
幽
，
る
筆

議
第
七
号

　
松
代
村
消
防
酎
條
例
設
定
の

　
件
∴
い

　
乙
の
條
例
ば
清
防
團
員
の
任
免

定
員
、
、
服
務
、
船
与
に
つ
い
て

定
め
て
あ
る
。

議
第
八
号

・
p
松
代
村
危
瞼
物
取
締
條
例
設

．
、
一
定
の
件

こ
の
條
例
は
消
防
法
に
基
い
て

危
瞼
物
の
貯
藏
、
蓮
搬
、
詰
換

等
そ
の
他
の
取
扱
に
関
し
火
災

予
防
に
つ
き
必
要
な
事
項
が
定

逸
て
あ
各
。

議
第
九
号

t
松
代
村
火
災
予
防
條
例
設
定

　
，
の
，
件

　
こ
の
條
倒
は
松
代
村
の
，
消
防
の

目
的
を
達
す
る
た
め
消
防
法
に

　
よ
り
市
町
林
駕
委
任
さ
れ
た
事

頂
が
定
め
ら
れ
て
あ
る
9

　
▽
公
衆
の
．
出
入
の
多
い
場
所
の

　
　
火
災
予
防

　
V
多
数
の
者
の
勤
務
す
る
も
．
の

　
、
φ
火
災
予
防
，

聡
突
の
痛
、
ス
涯
プ
、

　
　
カ
ま
ど
　
こ
ん
ろ
　
こ
た
つ

　
・
の
火
災
予
防
法

　
▽
電
気
器
具
の
火
災
予
防

　
▽
火
災
警
報
が
発
せ
ら
れ
た
時

　
－
の
守
る
べ
き
事
項
．

　
▽
そ
の
他
防
火
設
備
に
つ
い
て

　
　
避
難
器
具
の
格
納
管
理
維
持

　
　
等
妥
が
規
定
さ
れ
て
あ
る
。

議
第
十
号

　
　
松
代
村
国
民
健
康
保
瞼
條
例

　
設
定
の
件
∵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

乙
の
国
提
健
康
保
瞼
ヒ
つ
い
て

政
府
で
は
昭
和
二
十
七
冬
度
に

輿
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
，
い
る
肚

会
補
償
法
、
¢
制
定
し
、
こ
の
、
涯

療
面
を
担
当
す
る
現
在
の
国
民
．

健
康
保
瞼
を
推
進
、
丁
る
上
に
於

て
本
村
で
は
現
在
農
協
組
合
代

行
で
あ
つ
た
国
民
健
康
保
瞼
を

公
営
に
移
行
し
就
会
補
償
法
制

定
準
備
期
間
中
に
国
堤
健
康
保

瞼
條
例
を
設
定
し
本
年
四
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

日
よ
り
之
が
公
営
実
施
の
蓮
ぴ

と
な
つ
た
の
で
あ
洛
本
縣
で
は

こ
の
公
営
で
な
い
も
の
が
六
ケ

村
あ
傷
然
も
之
が
東
頸
城
郡
の

み
で
あ
り
こ
の
爲
郡
内
こ
の
六

を
村
は
国
及
縣
の
指
導
方
針
に

則
つ
て
口
下
こ
の
準
備
を
急
い

で
い
る
次
、
第
で
め
る
。
．

こ
・
の
條
例
で
は
松
代
村
が
行
う

国
民
健
康
保
健
、
に
法
令
に
窯
ジ

る
も
の
＞
外
は
こ
の
櫨
皿
例
に
，
．
｛
｝

つ
て
施
行
さ
れ
る
こ
曜
と
に
な
り
．
｝

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
血

置
き
運
営
に
関
す
る
事
項
を
笠

騨
謙
嚇
禦
墜

い
て
は
運
営
協
議
会
の
審
議
に

ょ
る
事
は
勿
論
村
議
会
の
議
決

を
経
て
施
行
せ
ち
れ
る
こ
と
に

翻
紅
嘉

．
雛
羅
盤
蝿

　
予
算

議
題
と
レ
て
は
大
要
以
上
の
通

り
で
あ
る
が
新
白
一
治
法
制
定
に

伴
い
本
村
議
会
会
議
規
則
を
改

正
決
髭
し
樹
懇
談
集
項
を
籍
議

し
二
十
五
日
の
正
午
散
会
し
た

松
代
村
議
会
の

議
長
副
議
長
改
選

松
代
村
議
会
議
長
関
谷
辰
司
氏

は
一
月
十
一
日
午
後
二
時
永
眠

せ
ら
れ
た
の
で
村
議
会
で
は
こ

の
後
任
と
し
て
去
る
一
月
廿
三

日
の
本
年
度
第
二
回
臨
時
議
会

で
議
畏
副
議
畏
の
改
選
を
行
い

左
の
者
が
決
定
同
日
就
任
し
た

議
長
関
谷
政
一
郎
（
前
副
議
長
）

副
議
長
市
川
文
次
郎

　
　
　
（
現
土
木
委
員
長
）

固
定
資
産

評
憤
員
決
ろ

新
し
い
地
方
挽
法
が
制
定
さ
れ

私
達
に
．
耳
新
し
い
恥
が
次
々
と

生
れ
て
来
て
祉
会
情
勢
の
変
韓

に
つ
れ
て
勉
張
す
る
事
西
研
究

す
る
事
等
が
増
え
て
耶
凡
な
日

常
生
浩
を
途
る
專
は
許
さ
れ
な

く
な
つ
て
來
た
。
、
此
度
、
わ
が

村
で
も
税
法
の
改
正
に
伴
い
固

定
資
産
評
債
員
が
設
定
さ
れ
ま

し
た
。
評
債
員
の
、
こ
の
任
務

は
村
長
の
指
揮
を
受
け
で
岡
定

資
産
を
適
正
に
評
偵
し
且
っ
村

長
が
行
う
慣
格
の
決
定
を
補
助

す
る
事
に
な
つ
て
．
い
ま
す
。

又
こ
の
評
債
員
0
職
務
を
補
助

す
る
爲
、
固
定
資
産
評
慣
補
助

員
と
圃
定
資
産
評
偵
審
査
委
員

集
・
槻
脚
睾
に
馨

募
足
る
同
瞳
．
．

生
畿
”
継
鑑
の

梗
々
嚢
命

高
逡
翻
叢

松
代

会
も
設
定
レ
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
に
関
す

る
不
服
を
審
査
決
定
す
番
、
駅
に

な
つ
て
い
ま
す
（
但
し
こ
れ
は

土
地
合
帳
又
は
家
屋
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
の
不

服
は
含
ま
れ
な
い
）

本
村
で
に
去
る
十
二
月
廿
五
日

村
議
会
に
於
て
そ
の
同
意
を
得

て
左
の
方
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

　
　
松
代
村
大
字
千
年

　
　
柳
　
　
幡
　
　
藏

そ
し
て
こ
の
．
固
定
資
産
の
評
便

に
つ
い
て
種
た
と
御
研
究
下
さ

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

伺
こ
の
固
定
資
産
の
申
告
や
償

却
一
資
産
の
調
査
等
に
つ
い
て
は

後
日
評
債
員
の
方
か
ら
説
明
等

が
あ
る
と
と
思
い
ま
す
が
皆
様

と
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
の

で
調
査
に
は
一
暦
の
協
力
を
要

柴
致
む
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
ニ
　
で
ゅ
も
な
い
の
　
の
た
め

、
あ
奮
廿
四
年
の
決
讐
蘇
畿
縷
薦

難
千
五
十
九
万
九
午
圓
烹
下
の
台
所
を
馨
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ヰ
せ
　
ヰ
の
ゆ
　
せ
る
　
み

　
　
　
　
　
昭
和
廿
年
の
百
廿
一
・
倍
弱
と
経
済
機
関
の
大
蘂
の
逡

「
何
だ
こ
の
数
字
は
、
こ
ん
な

細
か
い
も
の
は
読
め
多
も
の
か

大
休
に
於
て
読
者
の
要
望
を
少

し
も
料
酌
し
て
く
れ
な
い
で
は

一
－
！
、
劇
　
入

な
い
か
。
」
と
い
う
方
も
あ
ろ
う

と
思
い
ま
す
が
、
之
を
掲
げ
た

の
は
村
財
政
白
書
の
｝
端
の
つ

落
り
で
も
何
で
も
な
い
。
統
計
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部
’

欺
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li儲

当
初
予
算
額
　
　
．
牧
入
済
額

三
、
天
o
、
O
八
。
円
ー
潮
劃

　
目
地
方
配
付
．
税
　
　
　
「
究
「
§
　
　
　
三
、
釜
九
、
§
、
ー

屡
営
歴
農
財
縢
贋
h
U
へ
－
蓉
ー
　

］
圭
、
蛮

　
・
の
財
　
産
　
費
　
　
　
　
『
宍
O
　
　
　
　
　
窒
汽
杢

四
、
使
用
料
及
手
数
料
　
　
果
、
八
八
O
．
　
　
兇
、
O
旨
、
ー

d
譲
矧
多
．
，
・
忍
泌
バ
『
，
i
／
l
、
兇
耐
8
劉

六
、
国
庫
支
出
”
金
　
　
　
　
七
三
、
昌
8
　
　
　
一
、
＝
墜
8
「
ー

・
七
、
縣
支
出
金
　
　
　
棄
R
美
9
　
　
八
茜
、
九
究
、
ー

八
、
寄
　
附
金
　
　
　
　
　
「
0
8
　
　
　
「
晃
「
四
8
、
－

四
繰
口
越
金
　
　
　
　
　
四
ヨ
、
Ω
異
、
量

†
て
雑
牧
入
・
　
　
　
三
、
O
吾
，
　
　
竃
モ
五
翌
夫

主
、
村
　
　
　
債
　
　
　
「
R
る
、
§
・
　
「
8
Q
、
8
『
ー

歳
入
合
計
　
四
、
蓋
義
会
O

一
昌
、
四
〇
三
、
一
六
九
、
八
八
・

歳
　
　
出
　
　
の
　
　
部

ρ
欺
　
　
項

h
議
「
会
費

E殺r［揚、

費

三
、
消
㍗
防
　
費

蟹
木
，
費

五
、
教
　
育
　
費

当
初
予
算
額

　
岡
六
六
、
嵩
○
○
円
・

∴
、
四
昌
三
、
七
〇
Q

　
　
五
七
、
八
三
〇

レ
魍
、
八
8

さ
δ
O
、
Q
）
Q

t
」
同
ゆ
隠
清
永
挫
岸
鞍
費
　
三
〇
、
§

L
傍
陰
庫
随
小
学
校
費
　
烹
O
、
馨

　
⇔
の
一
松
代
小
学
校
費
　
釜
O
、
Q
δ

　
日
松
代
中
学
校
費
，
　
四
八
O
、
8
0

　
㈲
高
等
学
校
費
　
　
　
　
δ
O
δ
8

五
、
枇
会
勝
働
施
設
費

e
生
活
保
護
費

　
，
⇔
、
民
生
委
員
会
鷲

七
、
衛
生
　
費

、
9
傳
染
病
予
防
費

⇔
傳
染
病
院
費

目
補
助
及
負
担
金

八
、
産
業
経
営
費

九
四
一
、
四
〇
〇

き
。
、
。
8

四
一
、
四
〇
〇

一
四
九
、
灘
O
O

四
『
R
る

　
　
　
〇

一
〇
七
、
五
8

圭
共
三
六

　
9
農
地
委
員
会
費
　
　
　
一
δ
九
、
炎
八

口
農
業
調
劉
蛋
員
会
費
三
五
．
ま
八

九
、
財
　
産
　
費
ρ
　
　
　
三
f
8

　
一
六
感
旧
階
腎

支
閏
済
額

轍
さ
一
突
、
七
只
、
究

　
七
昌
、
七
九
六
、
吾

　
嵩
暫
三
、
酋
『
L

玉
、
釜
昌
、
三
七
、
〇
五

一
、
五
一
四
、
四
八
五
、
八
五

　
冗
調

　
一
璽
バ
8
、
一
δ

　
七
滋
七
、
八
九
滋
、
ー
1

　
八
三
八
、
八
〇
六
、
i

一
、
四
一
四
、
六
三
九
、
猟
〇

一
、
三
八
八
、
識
六
八
、
蕊
O

　
’
翼
、
垂
、
ー

　
喜
西
、
九
昌
五
、
ー

　
昌
三
滋
、
八
一
七
、
ー

　
三
八
、
灘
瓢
八
、
1

　
爵
O
、
罫
O
、
ー

　
五
八
三
、
六
三
七
、
四
〇

　
三
七
九
、
六
表
、
δ

因紛

剛
醐
費

康
「
挙
費

広
、
公
債
費

5
九
、
＝
四

七
七
、
二
8

査
、
諸
支
出
金

両
予
ー
嚇
姻

査
、
地
方
振
興
費

院、

二
七
〇

一
〇
八
、
0
8

五
〇
、
8
0

一
冒
三
、
〇
七
三

奎
、
九
杢
、
三
P

二
；
灘
、
七
臨
『

二
陰
砦
ぼ

昊
、
O
巻
、
1

興
誉
宍
喉
主

　
　
　
O

9
松
代
公
民
舘
費

口
地
方
振
興
ハ
費

・
茜
、
腕
盧

六
七
、
五
〇
〇

壼
、
壷
八
、
俸

六傾
量
瞬
、
p

発
、
四
八
汽
8

歳
　
出
　
合
　
計

四
、
七
〇
五
、
八
鴬
O
　
　
　
．
一
〇
、
五
九
九
、
八
瓢
四
、
七
汎

の
た
め
御
批
判
と
御
研
究
を
お

願
い
し
た
い
。
こ
の
決
算
は
暦

年
M
昨
年
の
も
の
で
あ
る
が
去

る
ナ
ニ
　
せ
　
ロ
の
　
　
で
ゑ

翻
繰
甥
の
で
融
箕
吻

　
　
教
師
ミ
生
徒
マ
ニ
体

灘
新
入
生
受
入
に
万
全

そ
の
名
も
ゆ
か
し
向
．
一
ん
原
の
一
｛

角
に
そ
、
り
立
ち
繭
酒
な
建
築

美
を
ほ
こ
つ
て
い
渇
安
塚
高
等

・
学
校
松
代
分
校
は
い
よ
ぐ
昭

和
廿
六
年
度
よ
り
独
立
校
と
し

　
て
轍
本
立
ち
に
な
る
纂
ほ
y
確

定
的
と
見
ら
れ
る
に
い
た
り
、
，

敏
師
も
、
亦
現
在
百
五
〇
の
生

徒
も
そ
の
は
り
き
り
よ
う
は
大

　
し
た
も
の
、
日
々
の
勉
学
に
、

内
容
充
輿
に
噸
丸
と
な
づ
て
活

　
躍
し
て
い
る
が
、
近
く
せ
ま
つ

　
た
新
入
生
の
受
入
に
も
八
○
の

　
定
負
を
は
る
か
に
上
わ
廻
ら
せ

　
よ
う
と
懸
命
の
努
力
を
な
し
プ
、

居
る

陸
の
島
と
呼
ぱ
れ
猿
の
佳
家
と

　
さ
げ
す
ま
れ
た
東
頸
の
文
化
向

　
上
の
推
進
力
と
し
て
こ
の
松
代

高
校
の
持
つ
地
位
の
重
要
性
を

考
え
そ
の
將
来
の
輝
く
発
展
を

所
る
村
民
の
期
待
も
大
き
い
。

な
お
冬
期
通
学
困
難
な
山
耶
奴

奈
川
其
の
他
遠
隔
の
地
の
生
徒

に
対
し
て
は
作
業
所
、
旧
舘
二

階
を
利
用
し
て
冬
期
寄
宿
舎
を

　
開
設
し
、
寺
崎
敏
論
惚
皿
督
の
下

　
に
嚴
格
な
規
律
の
中
に
も
和
気

　
ア
イ
く
と
し
て
各
こ
そ
勉
張

　
の
か
ざ
入
れ
時
と
ば
か
り
約
四

　
〇
の
之
等
生
徒
は
、
寒
さ
に
も
め

ザ
す
学
問
に
團
体
生
活
に
生
き

　
た
　
　
を
つ
ん
で
　
お

　
雨
量
槻
測
所

設
置
に
つ
い
て

昨
秋
か
ら
高
校
作
業
所
脇
に
ス

　
マ
ー
ト
な
白
亜
の
建
物
の
で
き

　
た
の
を
御
存
じ
の
方
も
あ
り
ま

　
し
よ
ケ
。
之
は
穀
倉
越
後
の
心

，
臓
部
を
こ
う
水
か
ら
護
る
触
角

　
な
の
で
あ
り
ま
す
。

　毎年こう

水
に
見
舞
わ
れ
一
『
し
，

　
そ
の
損
失
ほ
軸
拠
大
な
・
b
の
で
。
あ

｝・
り
ま
す
が
、
国
と
し
て
は
危
論
、

　
碑
固
所
の
全
部
補
彊
工
塩
々
施
，
一
ゐ

費
用
嫉
恐
ら
く
超
天
文
学
的
数

字
と
な
る
こ
と
で
し
よ
う
．
、
芦
、

こ
で
取
敢
え
す
出
來
る
こ
と
娠

出
水
の
有
無
を
速
が
に
知
り
危
甲

瞼
箇
所
に
速
報
，
す
る
こ
と
に
ょ

り
家
財
と
尊
き
人
甜
を
護
る
こ

と
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

本
縣
で
は
新
潟
地
方
気
象
台
内

に
信
濃
川
こ
う
水
予
報
連
絡
会
●

と
い
う
機
関
を
設
け
う
本
流
支

流
の
主
要
ポ
イ
・
，
ゾ
ト
に
雨
量
観

測
所
を
設
け
各
事
に
な
り
ま
彫

た
。
松
代
雨
量
観
測
所
は
其
の

画
つ
で
最
新
式
の
膚
記
雨
量
計

が
備
え
て
あ
り
ま
す
。
一
々

測
に
行
か
な
く
て
も
自
働
的
に

周
日
中
の
降
雨
歌
況
を
記
入
し

て
く
れ
ま
す
。
常
時
は
自
記
紙

を
毎
日
交
換
す
る
だ
け
で
す
が

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
直
ち
に

活
動
開
始
と
な
り
ま
す
。

　
一
中
枢
機
関
に
於
て
或
地
方
，

　
に
こ
う
水
の
危
瞼
が
あ
る
と

　
予
想
せ
ら
れ
て
指
令
電
報
が

　
発
せ
ら
れ
た
場
合

二
連
続
二
十
四
時
間
に
五
十

　
粍
（
一
坪
当
り
九
斗
一
升
余
）

　
以
上
の
降
雨
が
あ
つ
た
場
令

竃
報
は
昼
夜
の
別
な
く
｝
詩
闇

毎
に
発
信
さ
れ
－
局
で
は
非
常

寛
報
と
し
て
優
先
的
に
途
信
，
一
、

る
事
に
な
づ
て
屠
り
ま
す
。

か
く
し
て
中
枢
機
関
で
は
之
螺

の
．
電
報
か
ら
判
断
し
、
．
危
険
簡

所
に
対
し
て
弊
報
を
発
，
ず
る
順

事
と
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
恥
、

ヌ此
の
事
業
の
重
．
要
ン
、
マ
が
認
め
“

μ
四
月
か
ら
縣
営
に
蔵
る
予
雄

と
聞
い
て
魁
り
ま
，
ず
、
、

之
と
は
別
に
高
田
測
候
所
の
雨

蹴
観
渕
所
を
開
設
．
し
、
一
。
兀
H
が

ら
正
式
に
業
務
を
初
め
、
5
、
甲
し
た

毎
日
の
雪
も
解
か
し
て
降
水
と

し
て
測
り
、
十
H
毎
に
踊
報
ふ
、

る
事
に
な
つ
・
て
い
ま
，
マ
．
、
山
閲

地
方
の
気
候
解
明
の
重
．
要
か
ゆ
餓
●

を
な
す
も
の
で
、
吾
々
一
同
北
ハ
の

種
務
の
重
大
さ
を
考
え
良
心
仙

奪
観
測
を
し
ほ
う
た
心
掛
p
．
㍗

い
↓
』
↓
．
｝
　
．

　
　
　
　
（
高
校
撹
、
象
襯
洲
係
）

｛
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ゆ
だ
ゆ
だ
り
　
　
お
　
や
　
ぼ

圃
松
代
中
学
校
便
り
圃

ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

．
　
割
』
■
■
鵬
0
隆
圃
圏
島
》
髭
“
■
嗣
●
凹
盟
醒
題
O
m
圏
田
■
藪

．
轡
初
展
開
催
，

去
ゑ
、
、
煙
九
日
ぱ
り
三
日
間
全

校
生
徒
砂
書
初
展
覧
會
ゼ
行
つ

た
生
徒
の
舟
晶
点
数
三
堀
．
三
点

で
各
学
墾
芝
に
教
室
に
展
示

へし
た
、
等
級
も
各
学
級
ご
と
に

一
等
｝
客
二
等
二
名
三
等
三
名

の
等
級
を
つ
け
入
賞
者
仁
賞
品

を
授
与
し
た
。
蚕
初
⑳
、
題
盈

等
入
選
者
ば
次
の
通
り
で
み
る

聞、　　噺
噂一幽憎噸騨嚇

　　’：イ訴3r

噸『蹴生生
箋・　、．

新・
舘民

働

公

．
題理．

想
の
実
現

，
希
．
望
の
新
潔

鴨
風
光
旧
々
新

　
　
」
馨
入
選
者

学
年
部
落
名
氏

｝
陣
A
松

　
　
3

〃
　
　
－
　
　
　
　
〃

〃
　
　
C

二
年
A
，

　
　
タ
　
　
　
　
ド
の
ロ

，
“
　
　
－
、
　
　
■
〃
㌧

三
年
A
ゴ
　
．
汐
　
小
、

　
　
タ

汐
　
i
　
’
㌧
“
，

”
　
，
C
　
　
　
・
”

　
　
代
鈴
木
恵
美
子

　
　
，
、
山
岸
利
男

池
の
畑
。
山
賀
新
叫
郎

松
親
代
鈴
禾
行
子

　
　
　
、
本
山
レ
イ
子

　
　
　
　
　
堺
、
勉

　
　
　
’
関
谷
千
鶴
子
『

中
村
公
二
徒
霧
生
活
、
登
藝

　　蝋一

垂
難
霧
麟
義
盆

　
度
救
つ
て
い
を
の
は
M
∬
R
の

　
活
動
で
あ
，
る
。
（
松
代
中
掌
校
内

　
放
逡
室
の
暑
称
）
，
全
校
生
徒
の
、
p

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
集
会
の
際
の
講
話
各
種
傳
達
竃

　
項
は
放
途
に
な
つ
で
各
敏
室
昼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
な
が
ら
簡
易
に
融
取
出
來
る
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
．
’
、
う
云
ρ
㊧
講
堂
代
用
の
放
途
㎜

”
κ
け
に
止
、
、
、
享
M
髭
蓋

　
動
目
的
は
そ
の
ラ
ジ
オ
の
特
性
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
た
朔
ρ
ド
ラ
．
一
、
デ
ッ
ク
な
形
で
放
｝

　
逡
さ
れ
惰
納
な
感
銘
を
与
え
ゑ

場
A
・
の
効
果
を
狙
い
得
壷

　
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
（
H
R
）
放

　
途
及
特
別
放
逸
に
部
員
は
番
組

　
編
成
に
努
力
し
で
い
る
。

　
最
近
行
わ
れ
た
M
お
週
聞
の
番

　
組
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

　
立
法
委
員
会
の
輿
現
再
生
、
ハ

　
i
過
一
一
力
大
会
、
局
放
途
瑠
取
、

　
レ
・
コ
ー
、
ド
コ
ン
サ
ー
ト
、
ク
イ

　
メ
物
二
題
が
行
わ
れ
、
H
R
放
．

　
逸
と
共
忙
M
B
R
の
活
躍
は
生

名

皿
B
盆
の
活
動
．

屋
内
蓮
動
場
⑳
不
備
の
種
々
な
，
子
五
名
と
な
づ
て
い
る
。

盛
ん
に
し
て
い
る

竃
お
生
徒
構
成
は
身
子
八
名
女

主
体
を
婦
人
教
養
に

，
，
四
月
に
敬
老
会
を
開
く

　
　
　
　
　
　
◇
松
代
光
風
婦
人
会
◇

去
る
剛
．
月
廿
四
日
午
前
＋
時
よ

り
田
村
屋
方
に
一
於
て
今
年
度
の

婦
人
会
の
初
会
合
を
開
催
し
簡

翠
な
中
食
を
共
に
し
な
が
ら
種

々
協
議
し
そ
の
方
針
を
決
め
午

後
二
時
牛
和
や
か
な
中
に
散
会

じ
、
た
。
，

　
出
席
会
員
　
会
長
以
下
三
十

冒
名
（
欠
席
者
三
名
）

そ
の
主
た
る
決
議
事
項

O
各
班
で
会
員
を
多
数
募
集
し

釜
々
強
力
な
向
上
を
臼
指
し

昭
和
2
5
年
度
は

　
　
　
り

一
週
間
に
一
組

　
て
進
む
辮

口
四
月
中
旬
に
は
本
村
の
敬
老
｛

会
を
開
き
レ
ク
羊
磁

｝　
ン
な
ど
含
め
て
娠
や
か
に
行
｝

噸
　
　
、
　
》
》
　
、
　
ず
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

ハ
し
　
ら
ナ
ゴ
る
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
国
咋
年
に
引
続
き
料
理
講
習
会

｝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
を
開
く
事
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
鋤
教
養
に
関
す
る
講
習
会
を
陛

　
く
事
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

凛
麓
よ
環
頸
韓
連
く
．
｝

”“

譲
灘
襖
す
る
こ
と
に
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

、
糀
雛
堀
矯
繍
遡
二

さ
て
松
代
村
で
は
｝
、
年
中
に
何

茨
位
生
れ
た
か
、
嫁
入
軌
婿
入

り
が
あ
つ
た
か
等
に
づ
い
て
昭

聾
＋
葦
筆
の
人
島
態

を
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う

「
出
一
　
　
生
　
　
輔
」
｛
ハ
も
へ
件
（
の

　
養
子
縁
組
　
．
．
剛
○
〃
憾
菊
）

　
養
子
離
縁
　
　
　
三
、
〃
（
4
）

縛分入復死隣婚

籍籍籍民亡婚姻

　
　
　
　
　
｝

五
四
〃
（
砧
y

　
　
　
　
　
｛

　
．
五
〃
（
－
）
｝

　
　
　
　
　
ぽ

周
〇
七
〃
（
恥
）
｝

　
　
7
（
・
）
㎝

碧
、
」

　
七
〃
（
－
．
）
㎜

○
黒
猴
そ
の
他
．
十
七
篇

　
　
　
　
　
、
江
戸
川
乱
歩
著

O
女
の
｝
生
．
－
短
篇
ジ
晶
ー
ル

　
叔
父
他
’
モ
ー
パ
ッ
サ
ソ
、
著

O
ア
ン
・
ナ
カ
レ
ー
出
ナ
（
上
下
）

　
　
公
厩
舘
岡
書
新
本
入
荷

　
　
　
世
界
文
学
全
集

　
　
　
　
　
　
　
　
モ
」
昇
ツ
サ
ン
著
書
外
十
六
冊

嬰
を
以
て
寿
忌
し
ま
需
購
ん
図
轡
発
般
廓

入
荷
し
ま
し
肉
の
で
御
利
用
下
ざ
．
い
、
磐
名
は
次
の
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

○
詩
集

　
悩
み
、

　
『
ア

○
自
韓

　
　
ト
ル
ス
ト
イ
著

著
き
ヴ
エ
ル
テ
ル
の

ヘ
ル
マ
ン
と
ド
ロ
テ

　
　
　
　
ゲ
去
薯

，
絵
の
な
い
絵
本
　
幸

以
上
の
通
り
で
あ
る
が
之
廷
9
・
・
ぎ

籍
の
窓
口
で
届
慨
の
あ
つ
た
覚

の
の
み
で
本
籍
人
で
他
町
村
へ
・
○
イ
ト
ト
ル
・
ダ
ム
・
ド
、
。
η
リ

居
住
し
て
い
届
も
の
で
出
生
L

た
り
死
亡
む
た
り
、
・
婚
姻
し
た
○
み
す
シ
み
、
。

り
し
た
も
の
の
．
数
は
右
表
の
下
∵

段
の
（
　
y
甲
の
字
が
そ
の
事
件
一
、
“

数
で
す

○
緋
文
学
＞
ツ
、
ク
焦
ベ
ゾ
イ

　
■
フ
イ
ツ
の
胃
険
7
，

　
　
　
ホ
す
，
ヴ
ζ
旨
，
i
4
ウ

　
　
　
エ
ー
γ
著

○
嵐
ケ
、
氏

　
　
　
　
エ
感
．
庚
プ
ロ
ン
デ
薯
…
ー

O
ジ
ヱ
ィ
ン
」
諜
フ

　
、
シ
ヤ
画
γ
L
フ
・
ン
デ
著

　
蓮
ノ
ペ
ー
ル

　
　
　
　
　
ア
ジ
ヂ
ル
あ
、
ン
著

○
歌
Q
本
　
ハ
ル
ッ
紀
行

　
ア
ツ
タ
ト
ロ
ル
、
ハ
イ
ネ
著

○
紀
行
の
探
求
・
一
知
ら
れ
ざ
る

．
傑
作
　
、
　
バ
ル
ザ
ッ
ク
，
著

　
　
　
　
　
　
カ
ル
メ
ン
　
イ

・
オ
、
ル
の
女
、
紳
像
メ
リ
メ
豊

｝
　
　
　
、
　
　
・
　
　
ユ
』
1
．
ゴ
著

　
　
　
　
　
　
ギ
ル
テ
と
そ
の

　
噸
時
計
、
廣
間
に
て
・
他
、
ニ

　
　
　
　
　
　
シ
ユ
不
ル
ム
著

　

○
外
套
，
、
馬
車
　
ゴ
ー
．
コ
ゾ
著

○
赤
走
黒
．
他
，
』

　
　
，
弓
久
、
タ
ツ
ダ
｛
ル
著
・

○
オ
ネ
エ
ギ
ン
、
「
流
浪
の
族

青
銅
の
騎
士
　
他

　
　
　
「
プ
グ
シ
キ
ン
著

要
望
も
あ
る
箏
と
存
じ
ま
す
が

用
者
、
號
者
の
方
々
に
集
会
し

　
て
戴
“
て
樂
し
い
向
上
味
の
あ

　
る
魏
書
会
を
開
凄
た
い
乏
目
下

　計画を

進
め
て
い
ま
す
。
近
々

・
中
読
者
の
方
に
御
通
知
致
し
玄

す
か
ら
何
分
に
も
盛
會
然
も
和

気，

ア
ィ
く
た
る
読
書
会
を
開

き
ま
す
よ
う
鳶
願
い
し
遷
三
ナ
。

、
転
錨
報
器
齪
蔀
綴

転

以
上
で
あ
る
が
近
々
中
に
残
部

が
入
庫
の
見
込

読
書
会
を
開
ぐ
、

公
晟
舘
の
．
図
轡
を
開
設
β
で
、
よ

り
満
二
年
、
、
大
蛮
莉
肘
下
ざ
．
帆

ま
し
た
、

ご
の
図
書
舘
の
捌
営
方
針
や
又

を
の
樽
籟
の
撰
択
そ
砂
他
に
つ

炉
で
い
ろ
マ
の
批
判
も
あ
ウ

公
民
舘
の
，
｝

二
．
月
計
書

と
し
て
皆
様
の
有
意
義
な
講
座

た
ら
し
め
た
い
と
努
力
中
で
す

何
卒
二
月
の
行
事
に
づ
い
て
も

｝
暦
の
御
協
力
を
願
い
ま
す
■

一
月
中
は
本
館
の
講
座
の
外
，
に

千
年
分
館
に
は
農
業
と
作
法
剛

回
、
時
琳
扇
回
を
幻
虹
と
併
せ

開
催
、
菅
刈
部
藩
に
は
幻
灯
一

回
を
輿
施
し
て
い
ま
す
本
館
の

二
恩
計
画
は
次
の
通
り

二
月
、
一
日
　
午
後
咽
時
よ
り

『
∵
茱
種
と
大
豆
の
作
り
方

講
師
〆
，
若
刀
佐
治
郎
氏

全
　
夜
六
時
牛
よ
り

　
婦
人
講
座
（
衛
盗
の
滞
予
定
）

　
　
五
H

C
P
。
H
の
諸
行
事
も
村
民
の
各

位
の
絶
大
な
る
協
力
に
よ
り
圃

月
講
座
は
絡
了
」
然
も
各
講
座
、

に
於
て
塞
気
の
中
御
熱
心
に
御

聰
講
下
さ
ひ
ま
し
℃
感
謝
申
し

　
　
　
　
　
　
り

，
上
げ
↓
三
9
。
公
民
館
と
し
ま
し

一
で
は
皆
様
の
熱
意
《
応
え
黄
べ

く
諸
々
の
粛
業
の
輿
施
に
？
い

て
対
崖
業
、
一
経
済
㍗
文
化
の
．
振

興
の
剛
助
た
ら
し
む
石
か
と
縣

教
育
庁
並
郡
潤
張
所
並
村
内
各

種
團
．
体
や
各
種
機
闘
と
連
絡
の
、
・

上
目
下
研
究
審
議
車
で
御
座
，
い

ま
す
。

樹
農
業
講
座
を
始
め
各
講
座
に

紋
幻
灯
ス
省
ッ
ゾ
や
ス
ラ
イ

ギ
に
っ
い
て
．
衛
蕉
．
」
副
業
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

等
入
荷
し
覗
題
覚
激
育
り
剛
端

　
　
　
　
　
『
村
の
予
算
の
話

　
　
　
　
　
　
時
局
の
は
な
し

閉
始
時
灘
と
場
所
は
そ
の
都
度

お
知
ら
誤
ら
い
た
む
ま
す
，

見
交
換

　
ト
と

・
、
提
飛
加
工
品
に
つ
い
て

講
師
　
万
朋
．
高
校
敷
鍮

十
二
日
　
　
（
．
丁
ぬ
疋
）

養
蚕
の
お
証
㎜
　
一
質
疑
『
応
答

、
講
師
　
郡
派
遺
講
師

ト
ぼ
ヨ
　
　
を

　
ニ
ヱ
ヨ
　
　
ヨ

　
農
騰
加
，
工
　
婦
人
講
座

講
師
　
万
朋
高
校
敢
鹸
、

扁
．
一
〇
口

中
学
校
に
づ
い
て
要
望
と

意
見
交
換

二
五
H

高
校
に
つ
も
て
の
要
盟
と
意

　
千
年
分
舘
の

　
二
月
の
行
事

二
月
三
口
午
后
一
時
よ
。
り

　
土
地
台
帳
と
家
屋
台
帳
の
申

　
皆
”
に
つ
．
い
て

　
　
講
師
　
高
橋
法
務
事
務
官

二
月
廿
日
　
　
時
刻
未
定
．

　
一
般
敢
養
・

　
国
際
情
勢
に
つ
い
て

　
『
講
師
　
市
川
牧
人
先
生

　
　
　
△
お
願
い
▽

昨
年
九
月
東
頸
に
碁
竺
つ

　
し
か
な
い
「
東
頸
新
聞
」
が
生
れ

　
て
が
ら
今
日
に
及
ぴ
ま
し
た
。

　
郡
民
六
万
三
千
の
与
論
を
代
弁

・
｛
ザ
る
新
聞
と
し
て
釜
汝
飛
塁

『
で
そ
の
印
刷
ヱ
鷺
引
受

　
け
新
た
に
九
．
小
イ
ン
ト
活
字
十
『

　
数
万
本
（
慣
格
約
十
万
円
）
を
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ

　
入
れ
て
印
刷
機
能
の
整
備
拡
衷

、
ぞ
図
り
ま
し
た
。
　
’
　
　
帰

　
文
化
の
灯
で
あ
り
産
業
開
発
、
、

　
先
駆
を
な
す
新
聞
に
是
非
轡

　
の
絶
大
な
る
御
支
援
と
御
協

・
』
を
お
願
い
む
ま
す
。
剛
．
ク
月
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
十
円
と
い
う
（
月
三
回
発
行
〉
驚

　
い
値
段
で
束
頸
城
の
文
北
極
．
．
、
旧
、

　
昂
め
郡
内
の
事
情
が
｝
判
り

　
4
も
う
か
こ
2
．
凍
琢
黎
艮
竃

　
様
の
新
聞
と
し
て
育
て
≧

る
よ
う
御
購
読
を
お
願
い
隊
論

　
ま
｛
9
つ
ご
松
代
滞
．
梱
所
・

代　　　　』松
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ダ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ク
じ
　
グ
ダ
　
じ

曜
・
　
’
！
〃
。
9
－
ノ
』

　
陥
’
，
逢
＼
殉

　
’
9
∵
－
一
　
　
　
　
・
・
差
ロ
，
嘱
，
・

　
㌧
　
’
，
，
り
4
　
　
」
’
ダ
．
　
〆

　
　
　
　
　
う
　
　
∂
－
　
　
　
「
『
・

　
　
　
　
　
　
ヲ
　
ノ
　
ノ
じ
　
　
　
ゅ

　
　
，
’
　
4
艦
　
♂
！

ア

　
　
　
　
　
　
　
　
！
　
　
辱
　
，

一
農
事
相
談

肥
料
の
使
い
方

　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
若
月
佐
治
郎
・

化
学
肥
料
の
統
制
が
昨
年
か
ら

外
さ
恥
金
肥
も
自
由
に
買
え
る

様
に
な
ゆ
ま
し
た
が
肥
料
も
亦

諸
物
慣
と
共
に
暴
騰
し
て
お
り

ま
、
す
の
で
現
在
の
米
慣
並
に
農

家
の
懐
具
含
か
ら
し
て
到
底
充

分
“
買
込
む
訳
に
は
行
か
な
．
い

が
そ
れ
で
も
，
播
代
村
の
昭
和
廿

六
肥
料
年
鮮
・
プ
、
．
5

は
大
凡
茎

当
約
蕊
．

の
主
順
．

，
矯
入
肥
料
総
額

円
（
農
寂
一
戸

℃
農
燈
莱
生
噛
畿
耀
費

．
占
め
る
も
の
で ．

｝
　
　
　
ら

　
あ
る
、
併
し
こ
の
多
額
の
肥
料

　
　
　
　
　
　
　
　

　
ず
、
使
い
方
如
何
に
よ
つ
て
は
肥

蒋
戒
分
を
大
変
無
駄
に
し
た
り

り

…
場
合
に
よ
つ
て
は
却
つ
て
減
牧

コ
ヨ

滋
耀
衡
腔
灘
砺
励
伽
硯
蟹
砂
巧

源
角
施
し
お
は
黎
叢
高

．
蓼
発
響
し
薯
讐
し
な

詫
窪
ら
な
い
．
以
下
主
夢

　
肥
料
の
使
い
方
に
つ
い
て
簡
翠

　
に
二
、
三
読
明
す
る
。

　
，
，
H
窒
素
質
肥
料

　
こ
＞
で
は
窮
素
質
の
う
ち
で
6

｝
速
効
性
の
も
の
（
硫
安
ズ
豆
独

鞭｝～蕩
ハ
ク
テ
リ
ヤ
の
讐
三

の
含
有
成
分
の
三
割
程
度
欲
租

．
灘
蕪
麟
　
鍵
難
皿
繰
薫
難
　
藩
灘
皿
搬
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
γ
酸
質
肥
料
の
・
含
ま
れ
て
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
田
の
毬
警
諮
混
学
磐
奮
溜
の
定
人
編
よ

位
は
．
窒
素
ガ
ズ
と
な
つ
て
室
中

に
逃
げ
て
む
ま
馬
こ
の
爲
察

中
に
は
た
く
さ
ん
の
鰹
素
ガ
ス

が
み
り
室
台
八
の
七
』
割
迄
が
そ
れ

だ
と
云
わ
れ
地
上
一
坪
の
窒
気

串
に
は
大
凡
六
〇
〇
〇
貫
の
窯

素
分
が
含
ま
れ
で
い
る
と
い
わ

撃
奮
婁
霧
で
警
の

窒
素
ガ
ス
を
捕
え
て
色
々
機
械

処
理
を
し
化
単
皮
応
を
起
さ
せ

一
て
蓼
を
つ
く
る
墾
す
墾

驚
－
藩
璽
し
奪
超

鷺
煙
難
赫
獄
編
皿

｝
に
逃
が
し
て
了
う
と
い
う
と
巫

に
す
る
が
田
小
切
り
の
際
な
る

べ
く
水
を
少
く
し
て
施
し
代
か

き
の
際
充
分
土
に
ま
ぜ
る
様
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
樹
田

打
ち
か
ら
代
か
き
迄
の
期
闇
が

長
い
場
合
は
、
田
小
切
の
時
に
使

つ
た
方
が
肥
料
の
損
粍
率
が
少

な
い
。
・
樹
剛
回
に
多
量
に
施
ナ

と
ど
う
む
て
も
長
い
期
聞
中
に

は
逃
げ
る
率
が
多
く
な
る
か
皇

全
量
の
二
割
位
は
追
肥
に
．
廻
レ

稻
草
雀
具
合
を
み
て
簗
吃

滞
爆
器
髄
紋
駄
蝶
蝕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

て
口
の
当
ら
な
い
様
に
す
ゐ
と

　
〔
註
〕
、
入
糞
尿
の
溜
が
日
照

の
．
所
に
あ
つ
て
蓋
を
し
な
“
場

合
三
ヶ
月
た
つ
と
含
有
す
る
禦

．
素
，
分
が
五
．
割
五
分
も
逃
研
て
し

ま
う
が
β
．
Q
当
ら
ね
い
所
で
．
過

リ
’
ン
酸
石
次
を
ま
ぜ
蓋
を
き
ち

ん
と
し
て
お
げ
ば
三
ケ
月
た
つ

て
・
b
一
割
一
分
し
か
逃
げ
な
い

　
＠
燐
酸
質
肥
料
，

、
費
か
ら
窯
素
ぱ
葉
肥
、
鵜
酸
は

輿
肥
、
加
里
は
根
肥
ど
云
か
れ

ヅ
、
む
り
、
三
，
が
こ
の
事
は
も
つ

と
も
で
｛
、
が
η
、
γ
・
う
か
と
云
つ
て

罎
は
輿
の
婁
る
時
期
璽

緩
虜
奪
の
轍
輝
郷
驚
蓄
．
齢
、
く
か
－
－
ザ
、
て
偲
眠
く
の
が
－
い
遍
篠
論
で
蓬

水
稻
マ
は
発
芽
し
て
か
ら
阻
十

五
日
麦
の
揚
合
は
六
十
日
全
然

り
、
ン
酸
肥
縛
を
や
ら
な
け
れ
ば
．

其
㊧
后
い
ぐ
ら
リ
ン
艘
肥
料
を

施
涛
で
噛
完
全
な
結
輿
は
望
ま

狂
蕊
と
去
わ
劇
で
居
？
零

こ
の
こ
と
か
ち
も
り
ら
酸
電
料

は
必
す
、
兀
肥
に
使
う
よ
う
に
．
す

る
と
共
に
苗
代
期
に
も
充
分
施

す
こ
と
が
県
諌
し
い
。
帥
ち
り

恥
鵬
雛
齢
鵬
姓
編
遡

物
が
生
育
す
る
た
め
の
大
切
な

役
臼
を
果
し
実
が
出
来
る
時
期

に
は
そ
の
方
に
移
つ
て
行
く
が

ら
ど
う
し
ヂ
、
イ
。
生
育
初
期
に
充

分
施
し
て
作
物
休
を
丈
夫
に
育

つ
て
む
く
こ
と
が
壇
牧
の
因
と
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